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　高校日本一を決める第43回全国選抜高校テニス大会（３月21日～26日／福岡県・博多の森テニス競技場）で、
団体・個人ともに優勝を果たした四日市商業高等学校　硬式テニス部にお話を伺いました。

（写真上段左から）△丸山愛
あ
以
い
さん（３年）　△小畑莉

り
音
おん
さん（３年）　△小林海

かのん
夢さん（２年）　△義

よし
基
もと
慧
さとい
さん（２年）

△久保結
ゆ
希
き
凪
な
さん（３年）

（写真下段左から）△上
う
江
え
瀧
たき
桃
もも
花
か
さん（３年）　△五十嵐唯

ゆい
愛
な
さん（３年／主将）　△市川彩

さ
矢
や
さん（３年／副主将）

四日市商業高等学校　硬式テニス部

Vol.98

５月放送のCTY−FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）
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■個人戦での優勝
団体戦が決勝まで進んだため、個人戦（※１）
はベスト４からの出場になりました。決勝の相
手とは５度目の対戦でしたが、初めて勝つこと
ができてうれしかったです。
■チームメイトの支え
団体戦（※２）では全試合を通じてシングル
ス１で出場しましたが、シングルス１にはどの
高校も強い選手が出てくるので、苦しい試合が
多いです。
大会中、シングルス３、ダブルス１・２が全勝するなど、チームメイ
トが安定して勝っていたので、思い切ってプレーさせてもらえました。
■今後の目標
高校テニス最後の年になり、インターハイや地元開催の三重国体に向
けて練習をしています。選抜大会で優勝を果たしたこの状態を維持して、
これからの試合に挑んでいきたいです。

▲▼大会中の団体戦メンバー

■団体戦での優勝
このチームで絶対優勝するんだという気持ちがとても強かったです。
優勝のかかった試合は、意地でも勝ってやるという気持ちで戦っていま
した。優勝した瞬間は実感が湧きませんでしたが、みんなの喜ぶ顔を見
て涙が止まらなくなりました。
■チームの特徴
部員の人数が少ないので、学年を問わず仲が良くて絆が強いです。普
段の練習から全員がしっかり声を出して、きつい練習の時ほど部活全体

を盛り上げていけるよう意識しています。
今大会は声を出しての応援はできませんで
したが、試合中もしっかりと目を合わせ、気持
ちを通じ合わせてチーム一丸となって戦うこ
とができました。
■今後の抱負
選抜大会で優勝したことで、とても自信がつ

きました。進路のことなど、いろいろなことに前
向きに、自信を持って取り組んでいきたいです。

主将の五十嵐唯愛さん

副主将の市川彩矢さん

※１　個人戦は各学校のシングルス１が、団体戦に負けた翌日から参加するフィードイン方式。
　　　優勝者には、全米オープンジュニア予選のワイルドカードが与えられる
※２　団体戦はシングルス３試合とダブルス２試合の５本勝負で行われた。
　　　シングルス１、シングル２、シングルス３、ダブルス１、ダブルス２でチームが編成される

▲大会中の五十嵐さん

▲大会後の五十嵐さんと顧問の金山先生


